
①

ヒ

モ

ヅ

ル

 

昭

和

三

四

年

熊

本

県

の

ト

ッ

プ

を

切

っ

て

天

然

記

念

物

に

指

定

さ

れ

ま

し

た

。

「

ヒ

モ

ヅ

ル

」

は

ヒ

カ

ゲ

ノ

カ

ヅ

ラ

科

の

常

緑

シ

ダ

植

物

で

念

珠

岳

の

麓

に

位

置

す

る

倉

岳

町

浦

暮

迫

に

自

生

し

て

い

ま

す

。

昭

和

六

年

、

当

時

の

本

渡

高

等

女

学

校

教

諭

 
富

田

 

貞

氏

、

谷

山

民

治

氏

が

見

出

し

、

こ

れ

が

日

本

で

最

初

の

発

見

と

な

り

ま

し

た

。

 

※

町

勢

要

覧

（

昭

和

六

一

年

発

行

）

よ

り

 

  

②

名

桐

遺

跡

な
き
り
い
せ
き

 

 

名

桐

地

区

か

ら

石

匙

せ

き

ひ

（

石

の

ナ

イ

フ

）
・

石

鏃

せ
き
ぞ
く

（

矢

じ

り

）
・

黒

曜

石

チ

ッ

プ

・

打

製

石

斧

・

磨

製

石

斧

等

出

土

し

て

お

り

、

所

在

は

地

区

内

に

点

在

し

て

い

ま

す

。

農

地

の

区

画

整

理

時

に

弥

生

土

器

の

一

部

も

出

土

し

ま

し

た

。

 

 

石

匙

が

出

土

し

た

の

が

最

も

古

く

、

県

の

遺

跡

地

図

に

七

曲

遺

跡

（

遺

跡

散

布

地

）

と

し

て

登

録

さ

れ

て

い

ま

す

。

七

曲

は

名

桐

川

の

上

流

に

位

置

し

ま

す

が

、

下

流

域

は

干

拓

が

な

さ

れ

て

い

な

か

っ

た

当

時

は

棚

底

湾

の

最

奥

部

に

な

り

、

船

着

場

が

有

り

、

最

も

古

い

集

落

地

で

あ

る

と

の

言

い

伝

え

も

あ

り

ま

す

。

 

 

③

名

桐

石

棺

墓

群

な
き
り
せ
っ
か
ん
ぼ
ぐ
ん

 

 

箱

式

石

棺

は

基

弥

生

後

期

か

ら

古

墳

時

代

に

か

け

て

の

も

の

と

思

わ

れ

て

い

ま

す

。

 

 

旧

銀

主

和

泉

屋

（

小

谷

家

）

と

旧

家

萩

尾

家

（

蓮

田

本

家

）

の

間

を

小

さ

な

尾

根

が

延

び

て

い

ま

す

。

干

拓

が

行

わ

れ

る

前

は

、

海

へ

延

び

る

小

さ

な

岬

で

あ

っ

た

と

思

わ

れ

て

い

る

所

に

あ

り

ま

す

。

 

 

県

の

遺

跡

地

図

に

名

桐

古

墳

群

（

石

棺

墓

）

と

し

て

登

録

さ

れ

て

い

ま

す

。

 

   



④

浦

城

跡

う
ら
じ
ょ
う
あ
と

 
棚

底

湾

の

奥

に

流

れ

込

む

名

桐

川

の

中

流

に

「

城

下

」

と

い

う

字

が

あ

り

、

標

高

一

三

四

ｍ

の

山

稜

末

端

の

尾

根

先

端

が

城

跡

と

伝

わ

っ

て

い

ま

す

。

南

側

が

断

崖

の

頂

上

に

あ

る

主

郭

は

削

平

が

不

十

分

で

長

径

二

〇

ｍ

短

径

一

〇

ｍ

の

楕

円

形

で

、

北

西

側

斜

面

に

は

削

平

が

し

っ

か

り

し

た

二

段

の

腰

曲

輪

が

付

い

て

い

ま

す

。

背

後

に

は

北

側

斜

面

に

の

み

竪

堀

状

の

堀

切

二

条

が

城

域

を

限

っ

て

い

ま

す

。

浦

地

区

か

ら

名

桐

川

を

遡

る

ル

ー

ト

は

教

良

木

・

内

野

河

内

・

姫

浦

に

通

じ

て

い

る

よ

う

に

浦

や

棚

底

の

実

効

支

配

を

す

る

う

え

で

必

要

な

交

通

の

要

衝

で

あ

っ

た

と

考

え

ら

れ

て

い

ま

す

。

 

※

鶴

嶋

俊

彦

 

氏

「

戦

国

相

良

氏

の

天

草

外

交

と

城

郭

」

よ

り

 

 

⑤

藤

河

ふ
じ
か
わ

の

拵 か
こ
い 

 

八

代

日

記

「

弘

治

二

年

（

一

五

五

六

年

）

六

月

一

日

上

津

浦

よ

り

棚

底

之

内

、

藤

河

拵

破

候

」

と

書

か

れ

て

い

ま

す

。

倉

岳

町

誌

で

は

浦

の

藤

川

あ

た

り

と

さ

れ

て

い

ま

す

。

藤

川

に

は

、

か

つ

て

関

所

が

あ

り

簡

単

に

は

通

れ

な

か

っ

た

と

の

言

い

伝

え

も

残

っ

て

い

ま

す

。

藤

川

地

区

に

は

「

武

士

弥

三

郎

の

墓

」

と

呼

ば

れ

て

い

る

石

仏

が

あ

り

、

明

和

元

年

（

一

七

六

四

年

）

の

年

号

が

刻

ま

れ

て

い

ま

す

。

 

藤

河

の

栫

→

家

久

栄

で

は

な

い

か

と

も

考

え

ら

れ

て

い

ま

す

。

 

 

⑥

大

迫

観

音

お
お
さ
こ
か
ん
の
ん

 

明

治

初

期

頃

に

山

が

明

る

か

っ

た

の

で

行

っ

て

み

る

と

光

っ

て

い

る

石

が

あ

っ

た

た

め

、

持

ち

帰

り

現

在

の

場

所

に

祀

っ

て

あ

る

と

言

わ

れ

て

い

ま

す

。

故

 

新

地

秀

春

 

氏

宅

で

祀

ら

れ

、

新

地

観

音

ま

た

名

桐

観

音

と

も

言

わ

れ

て

い

ま

し

た

。

平

成

二

〇

年

か

ら

大

迫

地

区

で

祀

る

事

と

な

り

、

大

迫

観

音

と

改

名

さ

れ

ま

し

た

。

二

体

祀

っ

て

あ

り

、

向

か

っ

て

右

が

大

迫

観

音

、

向

か

っ

て

左

が

子

安

観

音

で

す

。

昭

和

一

九

年

に

木

造

で

社

を

造

り

、

昭

和

三

九

年

に

現

在

の

鉄

骨

造

り

の

社

と

な

っ

て

い

ま

す

。
大

迫

地

区

で

は

、
年

一

回

一

月

に

祭

事

を

行

っ

て

い

ま

す

。 

  



⑦

三

四

郎

権

現

さ
ん
し
ろ
う
ご
ん
げ
ん

（

正

一

位

稲

荷

大

明

神

し
ょ
う
い
ち
い
い
な
り
だ
い
み
ょ
う
じ
ん

）

 
白

狐

伝

説

が

残

っ

て

い

ま

す

。

洞

穴

が

姫

戸

ま

で

つ

な

が

っ

て

い

る

と

も

言

わ

れ

て

い

ま

す

。

 

 

※

九

ペ

ー

ジ

参

照

 

    

⑧

名

桐

天

満

宮

な
き
り
て
ん
ま
ん
ぐ
う

 

 

学

問

の

神

様

で

あ

る

、
菅

原

道

真

公

を

名

桐

地

区

で

祀

っ

て

い

ま

す

。
建

立

は

不

明

で

す

が

、

天

保

一

一

年

（

一

八

四

〇

年

）

の

年

号

の

入

っ

た

旗

が

あ

り

ま

す

。

 

      

⑨

龍

宮

神

社

り
ゅ
う
ぐ
う
じ
ん
じ
ゃ

と

曲

迫

観

音

ま
が
り
さ
こ
か
ん
の
ん

 

 

左

側

の

龍

宮

神

社

に

は

、

名

切

連

中

と

の

記

載

が

あ

り

、

明

治

二

三

年

二

月

の

銘

が

あ

り

ま

す

。

地

区

で

は

年

一

回

祭

事

を

行

っ

て

い

ま

す

。

 

      



⑩

旧

浦

村

銀

主

和

泉

屋

き
ゅ
う
う
ら
む
ら
ぎ
ん
し
い
ず
み
や

（

小

谷

家

）

 

 

浦

地

区

の

北

側

の

山

手

に

南

向

き

に

存

在

し

て

い

る

の

が

、
旧

浦

村

銀

主

和

泉

屋
（

小

谷

家

）

で

す

。

当

家

は

、

銀

主

と

し

て

は

江

戸

時

代

後

期

に

繁

栄

し

ま

し

た

。

橋

本

屋

よ

り

古

く

か

ら

銀

主

と

し

て

存

在

し

、

名

桐

新

田

の

多

く

を

所

有

し

て

い

ま

し

た

。

 

     

⑪

荒

平

棚

田

あ
ら
ひ
ら
た
な
だ

 

 

現

在

の

棚

田

は

、

平

成

一

〇

年

（

一

九

九

八

年

）

農

地

が

未

整

備

で

作

業

効

率

が

低

い

こ

と

か

ら

、

棚

田

保

全

整

備

事

業

で

区

画

整

理

事

業

に

取

り

組

み

平

成

一

三

年

（

二

〇

〇

一

年

）

に

完

成

し

ま

し

た

。

整

備

事

業

で

、

十

万

本

の

彼

岸

花

を

全

域

に

植

栽

し

、

棚

田

独

特

の

風

景

が

楽

し

め

ま

す

。

整

備

以

前

の

棚

田

は

、

浦

川

に

沿

っ

て

等

高

線

に

拓

け

、

段

差

が

高

い

こ

と

か

ら

二

重

石

垣

が

組

ま

れ

た

棚

田

で

し

た

。

 

  

⑫

南

蛮

迫

な
ん
ば
ん
さ
こ

 

 

平

野

と

赤

仁

田

の

間

に

あ

る

平

野

側

の

迫

で

、

キ

リ

ス

ト

教

が

伝

え

ら

れ

た

場

所

と

の

言

い

伝

え

が

あ

り

ま

す

。

 

      



⑬

大

王

宮

だ
い
お
う
ぐ
う

 
江

戸

時

代

、

浦

村

の

氏

神

と

し

て

祀

ら

れ

て

い

ま

し

た

。

別

の

呼

び

名

、

伊

邪

那

岐

神

社

（

由

来

・

創

設

時

期

は

不

明

）

は

熊

本

県

で

も

数

少

な

い

神

社

で

す

。

大

王

宮

の

旧

鳥

居

の

銘

文

「

安

永

六

年

（

一

七

七

七

年

）

酉

九

月

九

日

元

建

立

庄

屋

小

松

田

彦

兵

衛

 

世

話

人

三

浦

七

兵

衛

惣

氏

子

中

」

と

刻

ま

れ

て

い

ま

す

。

 

    

⑭

忠

霊

塔

ち
ゅ
う
れ
い
と
う

 

昭

和

一

六

年

建

立

さ

れ

て

い

ま

す

。

戦

争

の

た

め

、

亡

く

な

っ

た

人

び

と

の

霊

を

祀

っ

て

あ

る

塔

で

す

。

 

      

⑮

小

松

克

三

翁

碑

こ
ま
つ
こ
く
ぞ
う
お
う
ひ

 

 

明

治

後

期

か

ら

大

正

に

か

け

て

浦

村

の

村

長

と

し

て

、

浦

村

の

発

展

に

多

大

に

貢

献

さ

れ

た

こ

と

が

記

さ

れ

て

い

ま

す

。

昭

和

五

年

建

立

、

村

長

は

小

谷

弥

寿

人

氏

、

当

時

の

三

役

や

議

員

さ

ん

区

長

さ

ん

が

発

起

人

と

さ

れ

て

い

ま

す

。

 

     



⑯

光

蓮

寺

こ
う
れ
ん
じ

以

前

は

、

蓮

池

庵

れ
ん
ち
あ
ん

 

 

棚

底

の

海

雲

山

江

岸

寺

の

末

庵

、

浄

土

宗

蓮

池

庵

と

し

て

一

六

九

八

年

に

創

建

さ

れ

た

庵

で

す

。

昭

和

に

入

り

、

浄

土

宗

光

蓮

寺

と

な

り

ま

し

た

。

天

草

八

十

八

ヶ

所

霊

場

の

二

八

番

札

所

と

な

っ

て

い

ま

す

。

 

     

⑰

正

受

庵

し
ょ
う
じ
ゅ
あ
ん

 

上

天

草

市

龍

ヶ

岳

町

樋

ノ

島

の

安

向

山

観

乗

寺

の

末

庵

、

浄

土

真

宗

正

受

庵

と

し

て

一

八

一

五

年

に

創

建

さ

れ

ま

し

た

。

現

在

の

建

物

は

明

治

三

三

年

に

建

立

さ

れ

、

境

内

に

は

昭

和

四

七

年

大

水

害

の

慰

霊

碑

が

あ

り

ま

す

。
 

     

⑱

東

漸

庵

と
う
ぜ
ん
あ
ん

 

上

天

草

市

松

島

町

教

良

木

の

金

剛

山

霊

光

寺

（

現

在

は

姫

戸

町

）

の

末

庵

、

浄

土

真

宗

東

漸

庵

と

し

て

一

八

九

九

年

に

創

建

さ

れ

ま

し

た

。

 

      



⑲

旧

浦

村

銀

主

橋

本

屋

き
ゅ
う
う
ら
む
ら
ぎ
ん
し
は
し
も
と
や

（

蓮

田

家

）

 
浦

地

区

の

西

側

の

山

手

に

、

豪

壮

な

石

垣

造

り

の

上

に

南

向

き

に

存

在

し

て

い

る

の

が

、

旧

浦

村

銀

主

橋

本

屋
（

蓮

田

家

）
で

す

。
当

家

は

、
銀

主

と

し

て

は

幕

末

に

繁

栄

し

た

と

こ

ろ

で

、

本

家

よ

り

分

家

し

た

新

興

の

銀

主

で

す

。

浦

新

田

の

多

く

を

所

有

し

て

当

地

で

は

、

第

一

位

の

銀

主

に

な

っ

て

い

ま

し

た

。

萩

尾

家

が

本

家

と

言

わ

れ

て

い

ま

す

。

 

    

⑳

旧

浦

小

学

校

き
ゅ
う
う
ら
し
ょ
う
が
っ
こ
う

 

敷

地

は

、

浦

村

庄

屋

の

屋

敷

だ

っ

た

と

言

わ

れ

て

い

ま

す

。

新

田

干

拓

前

は

こ

の

あ

た

り

ま

で

海

だ

っ

た

と

さ

れ

て

い

ま

す

。

明

治

八

年

七

月

に

開

校

し

、

現

在

の

校

舎

は

昭

和

五

六

年

に

建

設

さ

れ

、

当

時

と

し

て

は

近

代

的

な

建

物

で

し

た

。

平

成

二

〇

年

三

月

に

閉

校

と

な

る

ま

で

に

、

四

千

名

を

超

え

る

卒

業

生

を

送

り

出

し

て

い

ま

す

。

閉

校

後

は

、

地

域

の

拠

点

施

設

「

浦

地

区

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

セ

ン

タ

ー

」

と

し

て

利

用

し

て

い

ま

す

。

 

   

㉑

松

尾

天

満

宮

ま
つ
お
て
ん
ま
ん
ぐ
う

 

 

学

問

の

神

様

と

い

う

菅

原

道

真

公

を

松

尾

地

区

で

祀

っ

て

い

ま

す

。

 

       



㉒

目 め

の

神

様

か
み
さ
ま

 
小

浦

地

区

に

病

気

回

復

・

安

全

祈

願

の

た

め

建

立

さ

れ

ま

し

た

。

若

宮

さ

ん

と

呼

ば

れ

、

目

の

神

様

と

し

て

住

民

が

お

参

り

し

て

い

ま

す

。

 

      

㉓

阿

蘇

宮

あ
そ
ぐ
う

 

創

建

は

不

明

で

す

が

、

文

化

四

年

（

一

八

〇

七

年

）

と

刻

ま

れ

た

灯

篭

が

あ

り

ま

す

。

天

草

で

は

五

社

ほ

ど

で

、

数

少

な

い

神

社

の

一

つ

と

さ

れ

て

い

ま

す

。

阿

蘇

神

社

の

分

社

で

あ

る

と

言

わ

れ

て

い

ま

す

。

 

     

㉔

馬

頭

観

音

ば
と
う
か
ん
の
ん

 

松

尾

地

区

、

引

地

地

区

に

祀

ら

れ

て

い

ま

す

。

松

尾

地

区

は

昭

和

四

年

に

建

立

さ

れ

て

い

ま

す

。

現

在

も

年

一

回

先

祖

か

ら

の

祭

事

を

行

っ

て

い

ま

す

。

 

 

（

写

真

：

上

側

が

松

尾

地

区

、

下

側

が

引

地

地

区

）

 

     



㉕

浦

新

田

う
ら
し
ん
で
ん

 

 

寛

永

後

期

（

一

六

四

〇

年

代

）

か

ら

順

次

建

設

し

、

明

和

二

年

（

一

七

六

五

年

）

来

島

し

た

「

江

戸

役

人

支

配

勘

定

岸

本

弥

三

郎

御

廻

村

の

砌

御

見

立

新

田

」

と

し

て

新

地

開

き

の

勧

告

を

受

け

、

御

領

村

石

本

家

、

宮

田

村

原

田

家

、

浦

村

松

尾

某

が

共

同

出

資

し

て

工

事

が

進

め

ら

れ

ま

し

た

。

文

化

元

年

（

一

八

〇

四

年

）

浦

村

庄

屋

小

松

家

が

橋

本

屋

な

ど

と

話

し

合

い

、

佐

伊

津

 

岡

村

家

出

資

を

得

て

、

引

地

に

塘

堤

を

築

き

完

成

し

ま

し

た

。
浦

村

の

石

高

は

、
万

治

二

年
（

一

六

五

九

年

）
一

四

四

石

一

斗

四

升

で

し

た

が

、

新

し

く

海

面

干

潟

締

切

が

完

成

し

て

い

た

文

政

一

〇

年

（

一

八

二

七

年

）

に

は

二

六

六

石

二

斗

九

升

に

倍

増

し

ま

し

た

。

そ

の

う

ち

新

地

田

畑

の

分

が

一

二

一

石

一

斗

二

升

、

総

生

産

高

の

四

割

五

分

五

厘

を

占

め

て

い

ま

す

。

 

 

（

写

真

：

上

側

が

引

地

地

区

か

ら

見

た

新

田

 

中

央

が

浦

５

区

分

館

敷

地

内

の

樋

門

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

下

側

が

昭

和

三

九

年

の

区

画

整

理

記

念

碑

）

 

 

               



㉖

住

吉

宮

す
み
よ
し
ぐ
う

・

金

毘

羅

宮

こ
ん
ぴ
ら
ぐ
う

 

 

い

ず

れ

も

創

建

は

不

明

で

す

が

、
金

毘

羅

宮

に

は

昭

和

一

八

年
（

一

九

四

三

年

）

と

刻

ま

れ

た

鳥

居

が

あ

り

ま

す

。

住

吉

宮

は

新

田

の

守

り

神

、

金

毘

羅

宮

は

海

に

ま

つ

わ

る

神

様

と

言

わ

れ

て

い

ま

す

。

 

 

（

写

真

：

上

側

が

住

吉

宮

、

下

側

が

金

毘

羅

宮

）

 

    

㉗

中

浦

天

満

宮

な
か
う
ら
て
ん
ま
ん
ぐ
う

 

 

創

建

は

、
慶

応

元

年
（

一

八

六

五

年

）
く

ら

い

で

は

な

い

か

と

言

わ

れ

て

い

ま

す

。
年

一

回

、

中

浦

地

区

の

安

寧

を

願

い

集

落

を

上

げ

て

お

奉

り

を

し

て

い

ま

す

。

 

      

㉘

夫

婦

岩

め
お
と
い
わ

・

船

線

刻

画

せ
ん
せ
ん
こ
く
が

 

 

引

地

地

区

と

中

浦

地

区

（

門

前

口

）

か

ら

倉

岳

へ

の

登

山

道

入

口

と

し

て

使

わ

れ

て

い

た

所

に

あ

る

岩

が

夫

婦

岩

と

呼

ば

れ

て

い

ま

す

。

そ

の

片

方

の

岩

に

刻

ま

れ

て

い

る

の

が

船

線

刻

画

で

す

。

 

（

写

真

：

上

側

が

夫

婦

岩

、

下

側

が

船

線

刻

画

）

 

    



㉙

浦

川

う
ら
か
わ

 

 

倉

岳

が

水

源

の

二

級

河

川

。

荒

平

棚

田

か

ら

浦

新

田

ま

で

の

水

田

用

水

と

し

て

重

要

な

河

川

で

す

。

ま

た

、

浦

川

堤

防

線

は

フ

ラ

ワ

ー

ロ

ー

ド

と

呼

ば

れ

て

い

ま

す

。

 

     

㉚

倉

岳

神

社

く
ら
た
け
じ
ん
じ
ゃ

・

倉

岳

大

明

神

く
ら
た
け
だ
い
み
ょ
う
じ
ん

 

天

草

最

高

峰

倉

岳

（

六

八

二

ｍ

）

の

山

頂

に

浦

地

区

を

向

い

た

二

基

の

祠

が

あ

り

ま

す

。

文

化

二

年

一

八

〇

五

年

（

庄

屋

 

小

松

彦

右

衛

門

）

と

大

正

四

年

（

村

長

 

小

松

克

三

）

に

建

立

さ

れ

た

も

の

で

す

。

古

代

か

ら

山

岳

信

仰

の

霊

山

だ

っ

た

と

さ

れ

、

石

舟

が

数

隻

奉

納

さ

れ

て

い

ま

す

。

昭

和

三

〇

年

ま

で

は

三

月

一

〇

日

に

祭

事

を

行

っ

て

い

ま

し

た

。

熊

本

県

の

遺

跡

地

図

に

は

祭

祀

遺

跡

と

し

て

登

録

さ

れ

て

い

ま

す

。

 

（

写

真

：

上

側

が

文

化

二

年

に

建

立

、

下

側

が

大

正

四

年

に

建

立

）

 

   

㉛

投

石

な
げ
い
し

 

不

動

尊

ふ
ど
う
そ
ん

（

身

変

不

動

明

王

）

 

 

昭

和

一

五

年

頃

、
福

岡

よ

り

天

草

に

帰

り

、
得

度

を

受

け

住

職

の

試

験

を

経

て

、

名

を

小

松

重

任

か

ら

啓

真

に

改

め

天

龍

寺

を

起

こ

し

た

が

、

昭

和

三

七

年

に

亡

く

な

っ

た

た

め

昭

和

四

〇

年

頃

廃

寺

と

な

り

ま

し

た

。

現

在

は

、

お

堂

と

、

不

動

明

王

、

日

蓮

上

人

、

弘

法

大

師

像

が

残

っ

て

い

ま

す

。

 

  



湯

屋
ゆ
や

 

 

現

在

の

、

立

石

剛

八

 

氏

宅

を

奥

に

入

っ

て

い

っ

た

所

で

湯

が

湧

き

出

て

い

た

と

言

わ

れ

て

い

る

。

 

 

お

講 こ
う

さ

ま

 

 

大

迫

地

区

で

長

年

続

い

て

い

る

仏

教

集

会

。

 

 

ど

う

じ

ん

ぶ

ち

・

き

じ

ん

口

 

 

岩

下

地

区

か

ら

教

良

木

地

区

に

至

る

峠

越

道

。

 

 

小

松

田

こ
ま
つ
だ

と

六

郎

川

ろ
く
ろ
ご
う

 

 

小

松

田

は

浦

庄

屋

住

居

跡

地

一

帯

を

言

い

、

六

郎

川

は

小

松

克

三

村

長

の

住

居

跡

地

を

言

い

ま

す

。

 

 

亀 か
め

の

底 そ
こ 

 

新

田

干

拓

が

さ

れ

て

い

な

か

っ

た

頃

、
名

桐

橋

付

近

は

大

変

深

か

っ

た

た

め

こ

の

よ

う

に

呼

ば

れ

て

い

ま

し

た

。

 

 

西 に
し

の

迫 さ
こ

の

湧

水

わ
き
み
ず

・

中 な
か

の

迫 さ
こ

の

湧

水

わ
き
み
ず

 

 

中

浦

地

区

に

、

切

り

傷

に

良

く

効

く

湧

水

が

あ

っ

た

と

の

言

い

伝

え

が

あ

り

ま

す

。

 

 

埴

安

姫

は
に
や
す
ひ
め

の

命

 

 

藤

川

地

区

に

あ

り

、

以

前

は

荒

神

様

を

祀

っ

て

い

ま

し

た

。

平

成

六

年

四

月

の

銘

が

あ

り

ま

す

。

 


